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平成26年7月1日現在
世帯数：
人　口：
　男　：
　女　：

798戸  (-4)
1482人(-12)
699人  (-1)
783人(-11)

　

平
成
26
年
度
の
第
一
地
区
公
民

館
委
員
の
皆
さ
ん
で
す
。

□
運
営
委
員

　

顧
問

　

石
塚　

栄
一（
本
町
３
丁
目
）

　

大
谷　

美
紀
子（
本
町
１
丁
目
）

　

太
田　

ま
す
み（
本
町
３
丁
目
）

　

阿
部　

康
之
助（
本
町
５
丁
目
）

　

鈴
木　

史
朗（
伊
勢
町
１
丁
目
）

　

藤
澤　

淳
次（
分
銅
町
）

　

渋
谷　

隆
也（
中
条
中
）

　

田
内　

正
一（
中
条
中
）

　

伊
藤　

昭
子（
博
労
町
）

　

羽
山　

義
輝（
中
町
１
丁
目
）

　

飯
森　

福
太
郎（
中
町
１
丁
目
）

　

平
林　

明
子（
中
町
１
丁
目
）

□
館
報
委
員

　

横
沢　

敏（
本
町
１
丁
目
）

　

都
筑　

朋
彦（
本
町
２
丁
目
）

　

岩
原　

正
勲（
本
町
４
丁
目
）

　

小
田
多
井   

昭
夫（
伊
勢
町
１
丁
目
）

　

田
中　

博（
伊
勢
町
１
丁
目
）

　

山
内　

敦
子（
神
明
町
）

　

田
内　

正
一（
中
条
中
）

　

伊
藤　

善
立（
博
労
町
）

　

白
井　

充
子（
中
町
２
丁
目
）

　

白
井　

は
る
な（
中
町
２
丁
目
）

□
体
育
委
員

　

阿
部　

康
之
助（
本
町
５
丁
目
）

　

輪
湖　

信
久（
伊
勢
町
１
丁
目
）

　

的
場　

文
造（
伊
勢
町
２
丁
目
）

　

真
島　

富
男（
新
伊
勢
町
）

　

渋
谷　

隆
也（
中
条
中
）

　

伊
藤　

昭
子（
博
労
町
）

□
文
化
・
視
聴
覚
委
員

　

内
藤　

英
昭（
本
町
１
丁
目
）

　

太
田　

ま
す
み（
本
町
３
丁
目
）

　

矢
口　

尚
久（
本
町
５
丁
目
）

　

犬
飼　

陽
一（
伊
勢
町
２
丁
目
）

　

深
澤　

健
能（
伊
勢
町
３
丁
目
）

　

高
宮　

千
恵
子（
分
銅
町
）

　

高
嶋　

敏
行（
新
伊
勢
町
）

　

塩
原　

信
一（
神
明
町
）

　

毛
利　

達
生（
国
府
町
）

　

渋
谷　

隆
子（
中
条
中
）

　

高
井　

増
子（
博
労
町
）

　

清
澤　

進（
中
町
２
丁
目
）

□
第
一
地
区
公
民
館
職
員

　

館
長　
　
　

中
畑　

康
則

　

館
長
補
佐　

永
井　

康
太
郎

　
　
　
　
　
　

浅
田　

昌
範

　
　
　
　
　
　

栁
澤　

優
子

　
　
　
　
　
　

今
井　

美
代
子

松
本
に「
舞
台
」が
登
場
し
て
３
２
２
年

松
本
に「
舞
台
」が
登
場
し
て
３
２
２
年

平
成
26
年
度
　
第
一
地
区
公
民
館
委
員

平
成
26
年
度
　
第
一
地
区
公
民
館
委
員

〜
松
本
市
重
要
有
形
民
俗
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
城
下
町
の
舞
台　

シ
リ
ー
ズ
①
〜

　

多
く
の
市
民
か
ら「
天
神
様
」の

名
で
親
し
ま
れ
て
い
る
深
志
神
社

に
、学
問
の
神
様
・
菅
原
道

真
公
が
祭
ら
れ
て
、今
年

で
４
０
０
年
と
な
り
ま
し

た
。７
月
25
日
の
例
大
祭

に
続
い
て
、御
鎮
座
四
百

年
祭
が
盛
大
に
執
り
行
わ

れ
ま
す
（
7
月
７
日
現

在
）。

　
「
天
神
祭
」と
い
え
ば
、

町
会
ご
と
に
お
囃
子
の
子

供
た
ち
を
乗
せ
た「
舞
台
」

と
呼
ば
れ
る
祭
り
屋
台
の

巡
行
で
お
な
じ
み
で
す

が
、市
の
重
要
有
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
深
志
神
社
の
舞
台
は
、

平
成
11
年
か
ら
始
ま
っ
た

修
復
事
業
も
本
年
を
も
っ

て
16
台
の
す
べ
て
が
終
了

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

松
本
深
志
舞
台
保
存
会
の
資

料
に
よ
り
ま
す
と
、「
現
存
の
松
本

深
志
舞
台
の
基
準
的
な
構
造
・
様

式
は
、四
輪
形
式
で
、前
輪
が
台

輪
の
外
に
付
く
外
輪
で
大
き
く
、

後
輪
は
内
輪
で
小
さ
い
こ
と
、階

層
は
二
階
形
式
で
あ
る
こ
と
、下

層
は
巾
一
間
、奥
行
き
二
間
の
囃

子
台
で
、三
方
に
張

出
し
の
勾
欄
が
付

く
こ
と
、上
下
層
の

間
に
、四
方
に
葺
下

ろ
し
の
起
り
屋
根

を
付
け
る
こ
と
、上

層
は
幅
一
間
・
奥
行

き
一
間
で
四
本
の
丸
柱
の
構
成

で
、屋
根
は
切
妻
妻
入
で
起
り
屋

根
の
形
式
、ま
た
上
層
は
四
周
に

勾
欄
を
回
す
も
の
で
、内
部
に
人

形
を
置
く
こ
と
、が
ほ
ぼ
共
通
す

る（
岐
阜
工
専　

水

野
耕
嗣
教
授
）」と
の

こ
と
で
す
。

　

中
心
市
街
地
で

続
く
人
口
減
少
の
影

響
は
、舞
台
の
維
持

管
理
の
面
で
も
、子

供
の
お
囃
子
の
継
承

の
面
で
も
多
く
の
課

題
と
な
っ
て
表
れ
て

き
て
い
ま
す
が
、町

会
に
よ
る
祭
礼
や
伝

統
行
事
は
祖
先
と

子
孫
と
を
つ
な
ぐ
地

域
の
絆
で
す
。ま
ち

の
宝
で
あ
る
各
町
会

の
舞
台
を
振
り
返
り

な
が
ら
、第
一
地
区

の
魅
力
を
再
発
見
し

て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
（
次
号
以
降
、各
町
会
の
舞
台

を
紹
介
し
ま
す
。）

順
不
同
・
敬
称
略



　

第
一
地
区
公
民
館
で
囲
碁
の
初

心
者
講
座
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
10
人
ほ
ど
の
、ど
ち
ら
か

と
い
う
と
中
高
年
の
生
徒
さ
ん
が

学
ん
で
い
ま
す
。

　

囲
碁
に
つ
い
て
は
、数
年
前
、東

北
大
学
医
学
部
で
、大
勢
の
人
に

碁
を
打
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、脳
の

働
き
に
つ
い
て
の
研
究
が
実
施
さ

れ
、そ
の
結
果
は
、ま
ず
、碁
を
打

つ
と
き
に
主
に
使
わ
れ
る
の
が
右

脳（
感
覚
的
・
形
や
空
間
等
の
認

識
、大
局
的
視
野
で
の
判
断
力
を

受
持
つ
領
域
）で
、左
脳（
計
算
・
暗

記
・
論
理
的
思
考
機
能
を
受
持
つ

領
域
）は
終
盤（
陣
地
を
数
え
る

段
階
）で
主
に
働
い
て
い
る
だ
け
、

と
い
う
こ
と
で
し
た
。こ
れ
は
、囲

碁
が
芸
術
活
動
と
同
質
だ
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、小
学
生
40
人
ほ
ど
に
、

週
一
回
一
時
間
の
囲
碁
の
授
業
を

3
か
月
間
行
い
、認
知
機
能
の
変

化
を
測
定
し
た
と
こ
ろ
、子
供
た

ち
の
思
考
力
、短
期
記
憶
力
、総

合
的
な
作
業
力
の
す
べ
て
の
分
野

で
顕
著
な
向
上
が
確
認
で
き
た
と

の
こ
と
で
し
た
。医
学
的
に
も
、碁

が
総
合
的
に
脳
の
力
を
向
上
さ
せ

る
効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
証

明
さ
れ
た
わ
け
で
す
。

　

そ
し
て
、他
に
も
、と
に
か
く
楽

し
い
し
、友
達
作
り
に
も
な
り
ま

す
。お
金
も
か
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、

趣
味
と
し
て
お
勧
め
す
る
次
第
で

す
。

　

今
回
は
、第
一
地
区
の
そ
ば
屋
事

情
と
、そ
れ
を
求
め
て
や
っ
て
来
る

観
光
客
を
巡
る
番
外
編
で
す
。

　

仕
事
柄
、年
間
通
し
て
県
外
や
国

外
か
ら
の
観
光
客
と
直
接
話
す
機

会
の
多
い
私
。話
題
は
そ
ば
に
及
ぶ

事
も
多
く
、い
つ
も
聞
か
れ
て
し
ま

う
の
が「
美
味
し
い
そ
ば
屋
は
ど

こ
？
」と
い
う
質
問
。こ
れ
、と
て
も

返
答
に
困
る
の
で
す
。

　
「
そ
ば
粉
・
小
麦
粉
・
水
」

　

な
ん
と
も
シ
ン
プ
ル
に
も
か
か

わ
ら
ず
、多
様
な
タ
イ
プ
の
そ
ば
が

溢
れ
か
え
る
の
だ
か
ら
、何
を
し

て
“美
味
し
い
”の
か
は
、も
は
や

食
べ
手
の
好
み
に
よ
る
と
、思
う
の

で
す
。で
す
か
ら
、私
は
観
光
客
の

方
々
に
こ
う
答
え
ま
す
。

　
「
そ
ば
の
太
さ
や
つ
ゆ
の
タ
イ
プ

を
知
る
限
り
で
説
明
す
る
事
は
で

き
ま
す
が
、美
味
し
さ
は
、人
そ
れ

ぞ
れ
。好
み
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け

ま
す
か
？
」

　

老
舗
の
田
舎
そ
ば
屋
も
あ
れ
ば

洗
練
さ
れ
た
都
会
派
の
そ
ば
も
あ

る
。鰹
の
効
い
た
関
東
風
の
つ
ゆ
が

あ
り
、海
な
し
県
特
有
の
い
り
こ
出

汁
を
守
る
つ
ゆ
も
あ
る
。

　

地
域
の
私
達
と
の
会
話
の
中
か

ら
、旅
人
各
々
が
自
分
好
み
の
そ
ば

を
探
し
あ
て
る「
そ
ば
巡
り
」。

　

様
々
な
タ
イ
プ
の
そ
ば
屋
が
溢

れ
る
第
一
地
区
な
ら
で
は
の
、楽
し

み
方
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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番
外 

そ
ば
巡
り
の
ス
ス
メ

第
三
十
八
回
…
田
多
井
薬
局

　
　
　
　
　 

（
伊
勢
町
二
丁
目
）

　
「
博
愛
堂　

田
多
井
薬
局
」の

歴
史
が
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
る

の
は
、一
九
一
〇（
明
治
四
十
三
）

年
三
月
二
十
三
日
か
ら
。旧
梓

川
村（
現
松
本
市
）下
立
田
出
身

の
初
代
田
多
井
菊
一
さ
ん
が
、今

の
伊
勢
町
三
丁
目
、ス
ー
パ
ー
ホ

テ
ル
前
の
辺
り
に
松
本
平
初
の

薬
を
作
れ
る
薬
局
と
し
て
営
業

を
始
め
た
。

　

菊
一
さ
ん
は
、静
岡
県
の
病
院

で
学
び
、親
戚
の
援
助
を
受
け
て

開
業
し
た
と
い
う
。

　

二
代
目
の
英
彦
さ
ん
は
、津
川

雅
彦
の
そ
っ
く
り
さ
ん
と
い
わ
れ

る
ほ
ど
の
ハ
ン
サ
ム
で
、や
さ
し

く
親
切
で
も
て
た
と
い
う
。パ
イ

ロ
ッ
ト
に
な
り
た
く
て
、手
ぬ
ぐ

い
一
本
と
お

に
ぎ
り
を
持

っ
て
上
京
、

友
だ
ち
の

家
に
転
が
り

込
み
、九
段

下
の
坂
で
、

日
給
十
五

銭
の
荷
運

び
の
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
な

が
ら
、明
治

薬
科
大
学
の
前
身
の
薬
学
校
で

学
ん
だ
。途
中
、脚
気
を
患
い
な

が
ら
も
頑
張
っ
た
。

　

そ
の
頃
の
苦
労
を
忘
れ
な
い

た
め
か
、十
月
十
五
日
の
創
業
記

念
日
に
は
、今
で
も
イ
モ
ご
飯
を

食
べ
て
い
る
。

　

創
業
当
時
は
、自
社
ブ
ラ
ン
ド

の
薬
を
八
〇
〇
種
類
く
ら
い
つ

く
っ
て
い
た
が
、梅
毒
な
ど
に
効

く
ヨ
ー
ド
カ
リ
丸
や
女
性
の
た

め
の
順
血
湯
な
ど
が
よ
く
売
れ
た

と
い
う
。

　

昭
和
十

年
か
ら
十

五
年
く
ら
い

に
、
今
の
Ｍ

ウ
イ
ン
グ
の

辺
り
に
店
を

移
転
し
て

商
売
を
続

け
た
。

　

第
二
次

世
界
大
戦

の
と
き
に
は
、金
属
の
供
出
で
、

薬
を
作
る
た
め
の
機
械
を
持
っ
て

行
か
れ
た
。

　

自
社
ブ
ラ
ン
ド
の
薬
で
商
売

を
し
て
き
た
が
、薬
事
法
の
改
正

以
降
は
、法
律
に
適
応
し
て
商
売

の
形
も
変
え
、努
力
し
て
き
た
。

　

戦
後
ス
ー
パ
ー
が
で
き
始
め

た
こ
ろ
は
、醤
油
な
ど
も
置
い
た

が
そ
れ
が
よ
く
売
れ
て
驚
い
た

と
い
う
。

　

平
成
八
年
に
現
在
の
場
所
に

移
転
。

　

三
代
目
で
現
会
長
の
健
至
さ

ん
は「　
『
最
大
よ
り
も
最
良
の
薬

局
た
ら
ん
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
や

っ
て
い
る
。こ
れ
か
ら
も
、お
客
さ

ん
の
治
そ
う
と
す
る
気
持
ち
に

寄
り
添
い
、商
売
を
し
て
い
き
た

い
。勉
強
し
て
き
た
東
洋
医
学
を

よ
り
有
効
に
役
立
て
、処
方
調
剤

と
共
に
、予
防
な
ど
の
観
点
で
も

お
客
さ
ん
の
健
康
を
考
え
て
い

き
た
い
」 

と
話
し
て
い
た
。

昭和10年頃の店舗

現在の店舗


